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皆生やまと園 基本理念 

「尊厳の保持」をサービス提供の基本とし、利用者が健康で生きがいを持ち、安心して生活できるよう支援を行う

とともに、地域生活への移行を積極的に推進する。また、地域住民等との連携強化や情報公開等による透明性の

確保を図り、真に地域に信頼される施設となるよう努める。 

 当法人は昨年、設立５０周年を迎えました。記念式典は新型コロナウィルス感染症の影響のため今年度の

開催となり、感謝状贈呈、アトラクション、記念講演、及び実践報告会では各施設の取り組みの発表を行い

ました。 

 当事業所においてはえがおのご利用者によるアトラクション及び当園の職員による発表を行い、その他の

職員は皆生やまと園にてリモートでの参加となりました。参加した職員の一人は、「各施設の取り組みを具体

的に聞けてよかった。今後の業務に活かしたい」と決意を語っていました。 

R3.10.2 設立５０周年記念式典及び実践報告会 
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新型コロナウイルスが鳥取県内で猛威を振るっている時期ですが、 

ご利用者と職員のみで「えがお夏祭り」を行いました。 

久しぶりの行事なので、笑顔がはじけました。 

大好きな屋台・ヨーヨーすくい・盆踊りに・カラオケ大会等、大いに 

楽しみました✨ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より

ヨーヨー釣れました！おみごと！ カラオケ大会で得意の歌を披露✨ 

盆踊りは「恋するフォーチュンクッキー」

♪ 

最後はえがお全員で記念撮影♪ 



 

  

 

 
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

皆生やまと園 

 

ご利用者が製作したぬり絵を持ち寄り、

コンテストを開催しました。それぞれの 

作品には個々の想いが込められており、 

どれも力作でした。賞を獲得したご利用者

は、とてもうれしそうな表情をされていま

した。 

 コンテストの後は、事務室前の廊下に 

すべての作品を展示しました。作品を楽し

そうに見る人もいれば、真剣な眼差しで作

品を見ていた人もいました。 

ぬり絵コンテスト 

受賞者を皆で祝福しています。 

ご利用者の作品展示 



 

 

 

 

 

 

 

 

ご利用者のリフレッシュの機会の 

ため、少人数ずつ、河川敷グラウンドへ

出かけました。 

ご利用者は凧あげや野球や、河川敷の

花で指輪をつくるなど、それぞれが 

やりたいことに挑戦されました。気軽に

外に出ることが難しかったためか、 

皆さまがとても生き生きとした表情を

されていたのが印象的でした。 

 今後も感染症対策を行ったうえで、 

ご利用者が楽しめる機会を積極的に 

設けていきます。 

グラウンド外出 

花でかわいい指輪を作りました。 

人事異動  新規採用 介助員 浦冨 光太郎（9 月 21 日付） 

退職   支援員 松田 杏奈 （9 月 30 日付） 

転入   主事  原田 恵  （10 月 1 日付、湯梨浜はごろも苑より） 

この度の広報誌は、新型コロナウィルスの影響でイベントの開催が難しく、紙面の編集に苦心しました。

しかし、ご利用者が笑顔で写っている写真を見ると、行事の担当者が「ご利用者にどうやって楽しんで 

いただくか」、必死に知恵を絞っていることが編集者の私にも伝わってきました。今後も大変厳しい 

状況が続くことが予想されます。職員が部署の垣根を越えて一丸となり、次回も紙面を通してご利用者の

笑顔をお届けしたいと思いました。 

最後になりますが、紙面についてお気付きの点がありましたら、遠慮なくお問い合わせください。 

編集後記 


